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講
師
の

宇
都
宮
弁

護

士

は

30
年
に
亘

り
、
サ
ラ

金
業
者
か

ら
の
取
り

立
て
に
苦

し
む
多
重

債
務
者
支

援
に
取
り

組
み
、
改

正
貸
金
業

法
完
全
施

行
に
至
る

ま
で
の
運
動
や
多
重
債
務
者
や
ヤ
ミ
金
業
者
の
実
態

を
、
自
ら
の
経
験
や
対
応
し
た
具
体
的
な
ケ
ー
ス
を

紹
介
し
な
が
ら
説
明
。「
解
決
で
き
な
い
借
金
問
題
は

な
い
」
と
債
務
整
理
の
方
法
や
多
重
債
務
に
陥
ら
な

い
た
め
の
心
得
な
ど
を
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

宇
都
宮
弁
護
士
は
多
重
債
務
対
策
の
課
題
と
し
て
、

多
重
債
務
に
陥
っ
た
人
は
相
談
先
が
わ
か
ら
ず
追
い

詰
め
ら
れ
て
し
ま
う
。
せ
め
て
高
校
生
の
頃
学
習
の

機
会
が
欲
し
い
。
学
校
教
育
で
の
金
融
経
済
教
育
強

化
の
必
要
性
を
訴
え
、
ま
た
来
場
者
に
白
身
の
周
り

に
も
し
多
重
債
務
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
人
が
い
た

ら
、
力
に
な
っ
て
や
っ
て
ほ
し
い
と
よ
び
か
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

講
演
会
の
翌
日
、
講
演
会
参
加
者
が
事
務
所
を
訪

れ
ま
し
た
。
昨
日
の
講
演
会
で
宇
都
宮
弁
護
士
の
話

を
聞
き
、
思
い
切
っ
て
相
談
に
来
た
と
の
こ
と
で
し

た
。
講
演
の
中
で
「
解
決
で
き
る
事
を
知
ら
ず
に
夜

逃
げ
や
自
殺
を
す
る
人
た
ち
が
い
る
」
と
い
う
話
を

聞
き
、
相
談
す
る
決
心
を
し
た
そ
う
で
す
。
50
代
の

無
職
男
性
で
、
家
族
は
病
弱
な
妻
と
２
人
で
ア
パ
ー

ト
暮
ら
し
。
２
年
前
に
体
調
を
崩
し
た
こ
と
が
原
因

で
15
年
間
勤
務
し
た
会
社
を
退
職
、
以
後
は
職
に
就

い
て
い
な
い
（
就
け
な
い
）
と
の
こ
と
で
す
。
夫
婦

の
蓄
え
も
底
を
尽
き
、
最
近
は
自
殺
も
考
え
た
そ
う

で
す
。
債
務
残
高
は
サ
ラ
金
４
社
で
約
３
８
０
万
円
、

２
年
前
か
ら
返
済
に
遅
れ
が
あ
る
も
の
の
、
４
社
共

に
利
用
期
間
は
実
に
15
年
に
及
び
、
現
在
、
ネ
ッ
ト

司
法
書
士
受
任
に
よ
る
任
意
整
理
の
手
続
き
に
入
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。
正
に
「
人
の
生
死
に
か
か
わ
る

問
題
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
痛
感
し
ま
し

た
。　

    

（
佐
久
地
区
労
福
協
事
務
局
長　

井
上
秀
治
）

”
多
重
債
務
に
陥
ら
な
い
た
め
に
“

東
信
地
区『
労
福
協
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
講
演
会
』
講
師
／
弁
護
士
　

宇
都
宮
　

健
児
氏

　

生
活
応
援
運
動
「
気
づ
き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
一
環
と
し
て
、
東
信
ブ
ロ
ッ
ク
で
県
内
初
め
て
の
講
演
会
を

９
月
20
日
（
祝
）
佐
久
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
、
市
民
１
３
５
名
が
来
場
し
ま
し
た
。

宇都宮弁護士の講演

　北信地区労福協が設立されて２年が経過しました。この間、

活動の拠点は連合長野北信地域協議会並びに北信地区労働組合

会議が使用する事務所を三者で入居する形態をとってきまし

た。しかし事務所として入居した物件が古民家であった事か

ら「地区労福協の主活動である“勤労者の悩み相談”の受け入

れ態勢を確立する事ができない」との結論に至り、自治体及び

民間の賃貸物件を探してきました。幸いにも条件の良い物件

（長野電鉄信州中野駅から徒歩３分、鉄骨２階建）を紹介頂

き、地域の労働団体の一大拠点として活用していくに相応し

いとの判断の下、各労働団体の役員と協議する中で移転の上

共同利用していく事で合意致しました。事務所の名称を「北

信地区労働者福祉会館」と命名し、９月２日開所を迎える事

ができました。開所式には地域自治体並びに各労働団体の上

部組織、須高地区労福協から多くの来賓の皆様方にご出席頂

き、華やかなオープニングセレモニーを行う事ができました。 

結びに会館開所にあたり、県労福協の青木専務理事をはじめ役

職員の皆様方には

大変ご尽力頂きま

した事に心より感

謝申し上げます。

　　　　　　　

北信地区　　　　

労働者福祉協議会

事務局長

相沢裕治
新事務所のテープカットをする和平会長他各役員

北信地区労働者福祉会館　開所



　
　

日
時
／
2
0
1
0
年
10
月
15
日
（
金
）

　
　
　
　
　

10
時
〜

　
　

場
所
／
ホ
テ
ル
犀
北
館

　
　

日
時
／
2
0
1
0
年
11
月
30
日
（
火
）

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
17
時

　
　

会
場
／
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
長
野

　

労
福
協
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
第
１
７
８
回
幹
事

会
・
代
表
者
会
議
及
び
事
業
団
体
責
任
者
会

議
が
、
８
月
31
日
長
野
市
「
メ
ル
パ
ル
ク
な

が
の
」
で
、
一
都
10
県
の
役
員
ら
50
名
が
参

加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
は
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
遠
藤
会
長
（
東
京

労
福
協
会
長
）
の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
続

い
て
中
央
労
福
協
高
橋
事
務
局
長
が
「
国
連

が
2
0
1
2
年
を
「
協
同
組
合
年
」
と
し
た

理
由
は
何
か
。
そ
れ
は
こ
こ
数
年
来
の
金
融

至
上
主
義
が
世
界
中
に
格
差
や
貧
困
を
生
み

出
し
た
。
こ
の
貧
困
の
克
服
に
対
し
「
協
同

組
合
」
が
有
効
な
手
段
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
。
今
日
の
貧
困
は
単
に
お
金
が
な
い
だ

け
で
な
く
、
「
貧
乏
+
孤
立
」
。
企
業
や
家

庭
か
ら
も
切
り
離
さ
れ
、
帰
る
と
こ
ろ
が
な

い
。
こ
の

よ
う
な
中

「
協
同
組

合
」
が
前

に
出
る
状

況
を
作
り

た
い
。
そ

し
て
時
代

の
中
心
に

な
る
。
今

後
の
取
り

組
み
と
し

て

多

重

債
務
、
自

殺
、
貧
困

問
題
を
個

別
的
で
は
な
く
、
横
断
的
か
つ
ト
ー
タ
ル
な

サ
ポ
ー
ト
で
解
決
し
て
い
く
支
援
体
制
が
必

要
。
湯
浅
誠
氏
が
進
め
る
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ

ポ
ー
ト
・
サ
ー
ビ
ス
が
そ
れ
に
当
た
る
が
、

こ
れ
は
既
に
労
福
協
が
や
っ
て
い
る
ラ
イ
フ

サ
ポ
ー
ト
活
動
で
あ
り
、
労
福
協
は
先
端
を

走
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
政
府
は
今
年
全
国

５
ヶ
所
で
試
験
的
取
組
を
進
め
て
い
る
が
、

パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
サ
ー
ビ
ス
を
担

う
サ
ポ
ー
タ
ー
の
待
遇
を
引
き
上
げ
、
恒
久

的
に
進
め
て
い
き
た
い
。
」
と
あ
い
さ
つ
を

さ
れ
ま
し
た
。

　

幹
事
会
で
は
中
央
労
福
協
よ
り
主
な
運
動

課
題
と
し
て
改
正
貸
金
業
法
の
完
全
施
行
に

伴
う
取
組
み
、
政
策
制
度
要
求
、
司
法
修
習

生
の
給
与
の
支
給
継
続
の
署
名
運
動
な
ど

の
説
明
が
さ
れ
、
各
労
福
協
の
取
組
み
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
代
表
者
会
議
で
は
、
「
ラ

イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
現
状
と
課
題
」
と
題

し
て
各
労
福
協
の
経
験
交
流
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
事
業
団
体
責
任
者
会
議
で
は
中
央
・

静
岡
・
長
野
・
新
潟
労
金
、
全
労
済
東
日
本

事
業
本
部
、
新
潟
県
総
合
生
協
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
の
取
組
み
が
報
告
さ
れ
、
中
央
労
金
よ
り

「
生
活
応
援
運
動
」
、
全
労
済
東
日
本
事
業

本
部
よ
り
「
住
ま
い
と
暮
ら
し
の
防
災
保
障

点
検
運
動
」
な
ど
の
説
明
が
行
わ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

東部ブロック遠藤会長あいさつ

徳島労福協・NPO団体との意見交換

～県外への周知と意見交換～

ＮＰＯ的発想の便利屋づくりＮＰＯ的発想の便利屋づくり

　長野県ＮＰＯセンターとの協働で実施している「ＮＰＯ便利屋

推進事業」において、本年度長野県内での活動拠点づくりと、

組織運営に関するマニュアル制作及び県内外への同事業の周知を

目的に説明会を実施しています。９月には山梨、山口、徳島の各

労福協の協力を得て同説明会を開催しました。

　9月22日の徳島での説明会には、労福協、社会福祉協議会、Ｎ

ＰＯ法人等の関係者 16 名が参加し、徳島県労福協の久積会長の

挨拶に続き、青木専務理事より長野県労福協の取組みと同事業に

ついて、また、長野県ＮＰＯセンターの菊池事務局長より、マニュ

アルの概要と実践している長野のＮＰＯの活動内容について説明

を行いました。

　続く、意見交換会では、参加ＮＰＯ側から「徳島でもマニュア

ルを参考に便利屋的営業活動を始めてみたが、うまくいっていな

い」といった事例や、社会福祉協議会からは「『ＮＰＯはお金が

要らない』と言った印象が未だに根強い」、労福協側からは「わ

ずかなお金も払えない人も存在するため、これらの支援も含めて

対応が必要」など様々な意見が上がりました。

　今後も長野県内外での説明会を開催するとともに、「生活応援

運動」のための更なる地域づくりやネットワークづくりへとつなげ

てまいります。

お

知

ら

せ

　

２
０
１
０
年
９
月
29
日
（
火
）
法
人
格

取
得
申
請
を
行
い
、
「
一
般
社
団
法
人
長

野
県
労
働
者
協
議
会
」
が
設
立
し
、
10
月

１
日
よ
り
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

◆
第
18
回
労
働
者
福
祉
学
校

◆
臨
時
大
会
・
創
立
50
周
年
記
念
式
典

◆
一
般
社
団
法
人
格
の
取
得
に
つ
い
て
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２
０
１
０
年
度
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
会
・
代
表
者
会
議
・
事
業
団
体
責
任
者
会
議
開
催

協
同
労
働
と
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
で「
貧
困+

孤
立
」

協
同
労
働
と
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
で「
貧
困+

孤
立
」
解
消



　

講
義
で
は
現
在
の
雇
用
情
勢
や
ニ
ー

ト
・
フ
リ
ー
タ
ー
問
題
な
ど
を
教
え
て

い
た
だ
き
、
ま
た
「
企
業
が
求
め
る
人
物

像
」
や
「
面
接
時
の
注
意
事
項
」
の
お
話

は
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
〝

人
財
〞
に
つ
い
て
の
お
話
は
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。
模
擬
面
接
で
は
、
面
接
官
を

体
験
で
き
た
こ
と
が
大
変
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
自
分
の
行
動
や
返
答
が
ど
の
よ
う

に
面
接
官
に
受
け
取
ら
れ
て
い
る
か
イ
メ

ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
職
場
体

験
実
習
で
は
、
労
働
金
庫
の
職
員
と
し
て

窓
口
業
務
に
あ
た
る
と
い
う
想
定
で
、
ロ

ー
ン
返
済
で
困
っ
て
い
る
相
談
者
と
相
談

員
の
両
方
を
体
験
し
ま
し
た
。
こ
の
体
験

は
仕
事
だ
け
で
な
く
家
族
や
友
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
も
役
に
立
つ
と
思

い
ま
す
。
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、

再
就
職
の
成
功
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で

す
。

　

な
が
の
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　

野
々
村
瑞
希
相
談
員

　

求
職
者
の
方
の
中
に
は
、
様
々
な
理
由

で
就
労
に
一
歩
踏
み
出
せ
な
い
状
態
に
居

る
方
が
多
い
で
す
。
働
き
た
い
気
持
ち
は

あ
る
・
・
・
で
も
自
信
が
な
い
。
対
人
関

係
が
苦
手
、
病
気
を
抱
え
て
い
る
、
長
期

に
わ
た
る
無
就
労
状
態
で
ブ
ラ
ン
ク
が
あ

る
、
正
社
員
で
働
い
た
こ
と
が
な
い
、
な

ど
悩
み
の
背
景
は
一
人
一
人
違
い
ま
す

が
、
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
「
何
か
を
や

っ
て
み
よ
う
！
」
と
い
う
気
持
ち
が
低
い

こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
や
っ
て
み
る

前
か
ら
、
上
手
く
い
か
な
い
事
を
想
像
し

て
し
ま
い
諦
め
て
し
ま
う
。
確
か
に
何
度

や
っ
て
も
上
手
く
い
か
な
い
と
自
信
は
無

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
も
、
行
動
し

な
い
限
り
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
自
信
が

持
て
な
い
方
こ
そ
、
自
信
を
付
け
る
た
め

に
何
か
行
動
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

就職支援セミナーの内容を熱心に聞く、受講生ら

生活応援運動についての職場体験実習

　

菅
総
理
大
臣
も
〝
雇
用
〞
を
政
策
の
第
一
に
置
き
力
を

入
れ
る
中
、
労
福
協
も
安
定
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
一

番
大
切
な
こ
と
は
〝
仕
事
〞
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
就
職
支

援
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

９
月
７
日
、
千
曲
市
ふ
れ
あ
い
情
報
館
で
就
職
支
援
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
同
館
で
P
C
訓
練
を
受
講
す
る
20
代

〜
60
代
の
求
職
者
19
名
が
受
講
し
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
の

内
容
は
失
敗
し
な
い
就
職
活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
面
接
の
受

け
方
、
模
擬
面
接
。
そ
し
て
職
場
体
験
実
習
は
７
月
に
引

き
続
き
、
労
働
金
庫
職
員
・
O
B
に
協
力
を
い
た
だ
き
、

「
生
活
応
援
運
動
・
気
づ
き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
題
材

に
、
労
金
職
員
と
し
て
高
金
利
の
ロ
ー
ン
利
用
者
か
ら
の

相
談
に
応
じ
、
高
金
利
か
ら
の
借
換
え
を
勧
め
る
内
容
で

体
験
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

【
相
談
員
か
ら
の
一
言
】

【
受
講
者
の
感
想
】

〝〝〝〝
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
財財財財財財財財
〞〞〞〞〞

てててててててて
し
ざ
し
ざ
ししししし
ざざ
め
ざざ
めめ
ををををを
め
ざ
し
ててて
し
ててて
し
て
しし
て
し
て

め
ざざざ
め
ざ
めめ
ざ
め
ざ

を
め
をををを
め
を
め

〝
人
財
〞

〝
人
財
〞を
め
ざ
し
て

ジ
ョ
ブ
な
が
の
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　去る、９月６日～10日までの一週間、県労福協と県暮らしサポ

ートセンターの共催により、お金に関する無料相談ダイヤルを実

施しました。

　県下４つの重点地区労福協にフリーダイヤルを設置し電話によ

る相談を受け付けました。

　延べ76件の相談があり、各地区の内訳は、佐久地区28件、上伊

那地区22件、長野地区17件、松本地区９件です。相談の内容は多

重債務関係が45％、収入減少に伴う返済の相談が９％で、この二

つで54％を占める結果となりました。

　今回の特徴として、県内においても家計の所得水準が低下する

中、多くの勤労者世帯がローン返済困難な状況にあることと、改

正貸金業法の影響により多

重債務者が深刻な状況に置

かれていることが浮かび上

がりました。

　四つの地区労福協では、

複雑な相談については、ア

ドバイザーが順次面談を行

い相談者の立場に立って具

体的な解決策をとっていく

事になっています。

お金に関する相談ダイヤルお金に関する相談ダイヤル
下四地区労福協で実施県下四地区労福協で実施

お金に関する相談ダイヤル
県下四地区労福協で実施
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今
年
度
の
福
祉
リ
ー
ダ
ー
塾
は
佐
久
地
区
労
福

協
井
上
事
務
局
長
と
、
県
労
福
協
よ
り
吉
谷
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

第
４
期
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
ま
ず
中
央
労
福
協

の
笹
森
会
長
よ
り
「
労
働
運
動
と
労
働
者
福
祉
運

動
の
理
念
と
歴
史
」
を
学
び
、
ま
た
協
同
組
合
運

動
の
父
と
呼
ば
れ
る
賀
川
豊
彦
氏
の
生
い
立
ち
か

ら
救
貧
・
防
貧
活
動
、
協
同
組
合
運
動
へ
の
展
開

な
ど
生
涯
の
活
動
を
松
沢
資
料
館
杉
浦
学
芸
員
よ

り
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
他

連
合
山
本
副
事
務
局
長
に
よ
る
「
連

合
20
周
年
・
政
権
交
代
と
労
働
運

動
」
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
山

岸
理
事
長
に
よ
る
「
市
民
社
会
と
Ｎ

Ｐ
Ｏ
、
協
働
で
つ
く
る
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」
な
ど
の
講
演
、
先
駆
的
取

組
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
地
域
循
環

型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
連
合
新
潟
中
越

地
協
）
」「
情
報
労
連
東
京
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
情
報
労
連
東
京
）
」
か
ら
活
動

内
容
の
紹
介
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

若
い
世
代
に
と
っ
て
労
働
組
合
活

動
や
労
福
協
活
動
の
歴
史
を
学
べ
た

こ
と
、
ま
た
時
代
の
変
化
、
社
会
が

大
き
く
変
わ
っ
た
今
、
そ
の
変
化
に
対
応
し
た
労

働
運
動
、
労
福
協
運
動
を
展
開
し
て
い
く
必
要

性
、
特
に
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
な
現
代

社
会
に
お
い
て
、
勤
労
者
や
市
民
を
取
り
巻
く
問

題
が
多
様
化
す
る
中
、
福
祉
は
一
つ
と
い
う
労
福

協
活
動
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
人
々
が
助
け
合
う

社
会
を
再
生
す
る
た
め
に
、
労
福
協
が
担
う
使
命

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
県
労
福
協
・
吉
谷　

記
）

　

全
労
済
長
野

県
本
部
は
、
７
月

30
日
に
第
35
回

通
常
総
代
会
と
長

野
県
労
働
者
生
活

協
同
組
合
第
55

回
通
常
総
代
会
・

第
１
回
代
表
者

会
議
を
代
議
員

１
４
８
名
（
委
任

20
名
）
の
出
席
に

よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

　

議
長
団
に
下
伊
那
地
区
の
太
田
総
代
、
Ｕ
Ｉ

ゼ
ン
セ
ン
同
盟
の
浅
川
総
代
が
選
出
さ
れ
議

事
に
は
い
り
、
冒
頭
飯
田
理
事
長
が
、
「
総
代

会
の
持
ち
方
と
し
て
、
全
労
済
の
組
織
機
構
・

役
員
制
度
の
見
直
し
に
よ
り
、
長
野
県
本
部
総

代
会
は
今
回
を
持
っ
て
終
了
と
な
り
、
県
代
表

者
会
議
と
し
て
継
続
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
２
０
０
９
年
度
の
事
業
実
績
は
昨
年

に
続
き
、
件
数
・
口
数
と
も
期
首
割
れ
を
起
こ

す
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、
出
資
金
に
つ
い
て

は
出
資
振
替
に
よ
り
増
資
と
な
り
、
経
常
付
加

掛
金
に
お
い
て
は
全
国
的
に
マ
イ
ナ
ス
と
な
り

ま
し
た
が
、
そ
の
平
均
を
下
回
り
経
営
上
で
は

健
全
な
経
営
を
維
持
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
ま
た
、
生
協
法
改
正
に
よ
り
地
域
推
進
員

の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
地
区
協
力
員

制
度
と
し
て
確
認
い
た
だ
き
、
今
後
さ
ら
に
強

化
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
０
１
０
年
度
の
事
業
推
進
目
標
は
今
ま
で
例

の
な
い
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
設
定
と
い
た
し
ま

し
た
が
、
厳
し
い
事
業
環
境
を
乗
り
越
え
、
守

り
か
ら
攻
撃
へ
変
換
す
る
た
め
の
大
き
な
第
一

歩
の
ス
タ
ー
ト
の
年
と
い
う
重
要
な
任
務
を
持

っ
た
年
度
と
考
え
、
そ
の
た
め
に
も
、
最
大
限

の
努
力
を
し
て
い
く
所
存
で
す
。
最
後
に
全
労

済
の
理
念
で
あ
る
『
み
ん
な
で
助
け
合
い
安
心

で
き
る
社
会
作
り
』
の
実
現
に
向
け
て
役
職
員

は
組
合
員
の
先
頭
に
立
っ
て
努
力
し
ま
す
。
引

き
続
き
組
合
員
の
皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
は
、
長
野
労
済
第
55
回
通
常
総
代

会
を
行
い
、
２
０
０
９
年
度
事
業
報
告
・
剰
余

金
処
分
案
、
２
０
１
０
年
度
事
業
計
画
や
役
員

報
酬
設
定
・
退
任
慰
労
金
支
給
、
振
替
増
資
承

認
な
ど
提
案
さ
れ
、
す
べ
て
の
議
案
が
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
引
続
い
て
行
わ
れ
た

全
労
済
長
野
県
本
部
第
35
回
通
常
総
代
会
は
、

長
野
県
本
部
２
０
０
９
年
度
活
動
の
報
告
・
監

査
報
告
、
県
本
部
総
代
会
運
営
規
約
・
総
代
選

挙
規
約
廃
止
が
提
案
さ
れ
、
す
べ
て
の
議
案
が

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
引
続
い
て
第

１
回
代
表
者
会
議
に
移
り
、
県
本
部
経
営
委
員

に
つ
い
て
お
よ
び
２
０
０
９
年
度
・
２
０
１
０

年
度
活
動
計
画
補
強
策
お
よ
び
事
業
計
画
に
つ

い
て
提
案
さ
れ
、
す
べ
て
の
事
案
は
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
労
済
運
動
発
展
に
向
け
承
認
さ
れ

た
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
理
事
会
・
職
員
が
一

丸
と
な
っ
て
邁
進
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。

2010年度事業計画を承認した総代会
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県
消
団
連
は
、
９
月
５
日
（
日
）
に
消
費
者

力
検
定
事
前
講
習
会
を
コ
ー
プ
な
が
の
長
野

稲
里
店
（
長
野
市
）
の
組
合
員
ル
ー
ム
で
開
催

し
、
14
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

県
消
団
連
で
は
、
私
た
ち
消
費
者
が
悪
徳

商
法
や
オ
レ
オ
レ
詐
欺
な
ど
の
被
害
に
あ
っ

た
り
、
衣
・
食
・
住
生
活
、
身
近
な
法
律
や
契

約
、
環
境
問
題
な
ど
日
常
の
消
費
生
活
の
様
々

な
こ
と
に
つ
い
て
理
解
不
足
や
認
識
不
足
が
多

い
こ
と
か
ら
、
消
費
者
啓
発
の
た
め
の
（
財
）

日
本
消
費
者
協
会
の
「
消
費
者
力
検
定
試
験
」

に
３
年
前
か
ら
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
習
会
は
、
同
協
会
の
広
重
美
希
氏

を
講
師
に
お
招
き
し
、
消
費
者
力
検
定
試
験
科

目
の
中
の
ポ
イ
ン
ト
や
、
新
た
に
加
わ
っ
た
制

度
な
ど
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
行
っ
て
も
ら

い
、
参
加
者
は
効
率
よ
く
重
点
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
「
消
費
者
力
検
定
」
は
、
以
下
の

内
容
で
行
わ
れ
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
是
非

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
消
費
者
力
検
定
試
験
（
一
般
コ
ー
ス
）
●

○
試

験

日　

11
月
14
日(

日)

　
　
　
　
　
　

11
：
00
〜
12
：
20
（
80
分
間
）

　

受
付
開
始　

10
：
30
〜

　

諸

注

意　

10
：
55
〜

○
会　
　

場　

コ
ー
プ
な
が
の
長
野
稲
里
店

　
　
　
　
　
　

組
合
員
ル
ー
ム

　
　
　
　
　
　

（
長
野
市
稲
里
町
中
央
３-

38-

１
）

○
試
験
内
容　

契
約
／
悪
質
商
法
・
サ
ー
ビ

ス
・
生
活
経
済
・
衣
生
活
・
食
生
活
・
住
生

活
・
環
境
の
７
科
目
。
取
得
点
数
に
合
わ
せ
て

１
級
か
ら
５
級
ま
で
認
定
さ
れ
ま
す
。

○
受
験
申
込
締
め
切
り　

10
月
29
日
（
金
）

○
受

験

料　

２
，８
０
０
円
（
団
体
割
引
金
額

で
す
。
通
常
３
，５
０
０
円
）
申
し
込
み
後
の
キ

ャ
ン
セ
ル
は
で
き
ま
せ
ん
。
試
験
問
題
の
結
果
及

び
解
説
と
解
答
は
後
日
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
は　

長
野
県
消
費
者
団
体
連

絡
協
議
会　

電
話
０
２
６-

２
２
４-

３
１
６
１

〒
３
８
０-

０
９
２
１
長
野
市
栗
田
９
５
０-

６
メ

ゾ
ン
栗
田
１
０
２　

消
費
者
力
検
定
担
当
ま
で

○
成
績
・
認
定
級
は
、
消
費
者
協
会
か
ら
個
封

筒
で
返
さ
れ
ま
す
。

○
消
費
者
力
検
定
対
策
用
テ
キ
ス
ト
は
、

（
財
）
日
本
消
費
者
協
会
（
０
３-

５
２
８
２-

５
３
１
１
）
か
ら
お
取
り
寄
せ
い
た
だ
け
ま
す
。 消費者力検定事前講習会の様子

　

９
月
11
日
、
長
野
市
内
で
県
労
連
の
第
32
回

定
期
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
貧
困
と
格
差
が

拡
大
し
、
非
正
規
雇
用
が
増
大
す
る
中
で
、
そ
の

深
刻
な
実
態
や
、
労
働
組
合
を
結
成
し
て
雇
用

と
地
域
経
済
を
守
る
取
り
組
み
、
県
下
各
地
の
労

働
争
議
の
闘
い
、
春
闘
や
人
勧
・
最
賃
の
取
り
組

み
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
向
こ
う
一
年
間
の
運
動
方
針
と
し

て
、
最
低
賃
金
の
抜
本
改
正
、
消
費
税
増
税
反

対
、
公
契
約
適
正
化
運
動
の
推
進
な
ど
を
決
定

し
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク

（
①
人
間
ら
し
い
生
活
を
送
る
所
得
、
②
社
会

保
護
に
よ
っ
て
労
働
者
が
保
護
さ
れ
て
い
る
、
③

労
働
者
が
権
利
を
保
障
さ
れ
て
い
る
、
④
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
、
で
あ
る
仕
事
を
意
味
し
、
「
働
き
が

い
の
あ
る
人
間
ら
し
い
仕
事
」
等
と
訳
さ
れ
る
）

の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
く
こ
と
が
強
調
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら

に
、
県
労
連

の
新
た
な
峰

を
つ
く
る
組

織

拡

大
に

大
き
く
踏
み

出
す
こ
と
も

確
認
し
ま
し

た
。
役
員
改

選
で
は
、
高

村
裕
議
長
を

再
任
し
ま
し

た
。

あいさつする高村議長

　

９
月
18
日
、（
財
）
こ
ど
も
未
来
財
団
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ア
ル
ク
主
催
に
よ
る
シ
ニ
ア
向
け
次
世
代
育
成
推
進
セ

ミ
ナ
ー
「
子
育
て
は
未
来
創
り
」
が
、
長
野
市
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

清
泉
女
学
院
短
期
大
学
西
山
薫
副
学
長
が
基
調
講

演
を
行
い
、
伝
統
的
な
家
族
が
担
う
子
育
て
が
崩
壊
し

た
今
、
開
か
れ
た
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
子
育
て
が
必

要
で
あ
り
、
親
の
子
育
て
を
支
え
る
支
援
、「
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
の
重
要
性
、
す
な
わ
ち
日
本
人
の

働
き
方
を
根
本
的
に
変
え
る
必
要
性
を
訴
え
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
子
供
た
ち
の
体
力
・
学
力
の

低
下
を
デ
ー
タ
で
示
し
、
子
供
た
ち
の
体

験
不
足
が
成
長
に
さ
ま
ざ
ま
な
悪
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、「
子
育
ち

支
援
の
重
要
性
」
も
指
摘
し
、
特
に
シ
ニ
ア

世
代
の
子
育
て
・
子
育
ち
支
援
へ
の
参
加

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

こ
の
後
事
例
報
告
が
行
わ
れ
、
最
後
に

報
告
者
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
聴
衆
者
を
含

め
た
質
問
形
式
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
「
他
人
の
子
供
を
し
か
れ
る
か
」
と
い

う
質
問
に
対
し
、
ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
が

「
難
し
い
」
と
答
え
た
こ
と
に
、
現
代
の
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
の
希
薄
性
が
現
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
ま

た
、
子
育
て
に
は
三
世
代
同
居
が
良
い
と
思
い
な
が
ら

も
実
際
は
別
居
が
無
難
だ
と
考
え
る
こ
と
、
ま
た
近
所

の
子
供
を
し
か
っ
た
お
年
寄
り
が
子
供
の
母
親
に
「
う

ち
の
教
育
方
針
は
違
い
ま
す
」
と
言
わ
れ
た
と
い
う
エ

ピ
ソ
ー
ド
か
ら
、
開
か
れ
た
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
子

育
て
に
は
、
家
族
、
そ
し
て
他
人
同
士
も
、
他
者
の
言
葉

を
最
初
か
ら
拒
絶
す
る
の
で
は
な
く
、
耳
を
傾
け
る
、

受
け
入
れ
る
心
の
広
さ
が
必
要
で
は
と
感
じ
ま
し
た
。

（5） ながの労福協 〈ライフサポートセンター〉 2010 年 10 月 1 日第 262 号
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《
65
歳
に
な
っ
て
自
分
の
基
礎
年
金
を
受
給
す
る

よ
う
に
な
っ
た
ら
、
夫
の
遺
族
年
金
が
減
額
さ
れ

て
し
ま
っ
た
が
。
》

　

７
年
前
に
夫
が
亡
く
な
り
夫
の
遺
族
厚
生
年
金
を

受
給
し
て
い
る
。

　

今
年
10
月
で
65
歳
に
な
る
と
、
新
た
に
国
民
年
金

か
ら
自
分
の
老
齢
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
る
と
年
金

事
務
所
で
聞
い
た
。
国
民
年
金
の
保
険
料
を
払
っ
て

い
な
い
期
間
も
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
50
万
円
く
ら
い

の
年
金
が
支
給
さ
れ
る
と
言
わ
れ
、
こ
れ
か
ら
先
収

入
が
増
え
る
と
喜
ん
で
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
先
日
、
遺
族
厚
生
年
金
の
金
額
改
定

の
通
知
書
が
来
た
。
今
ま
で
１
回
の
支
給
額
（
２
ヶ

月
分
）
が
23
万
円
だ
っ
た
が
、
15
万
円
に
な
る
と
あ
る
。

　

こ
れ
で
は
、
せ
っ
か
く
老
齢
基
礎
年
金
が
も
ら
え

て
も
合
計
金
額
は
ほ
と
ん
ど
増
え
な
い
。
ど
う
し
て

遺
族
年
金
が
減
ら
さ
れ
る
の
か
。

　

遺
族
厚
生
年
金
は
、
死
亡
し
た
夫
が
老
齢
厚
生
年
金

を
受
け
て
い
る
か
、
ま
た
は
厚
生
年
金
加
入
中
で
死

亡
し
た
場
合
に
、
夫
の
老
齢
厚
生
年
金
（
報
酬
比
例
部

分
）
の
４
分
の
３
の
金
額
を
基
本
と
し
て
支
給
さ
れ

る
。

　

ま
た
、
夫
の
死
亡
当
時
、
妻
が
35
歳
以
上
65
歳
未
満

か
、
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
権
（
18
歳
未
満
の
子
ま

た
は
20
歳
未
満
の
障
害
の
あ
る
子
の
あ
る
妻
）
が
あ
れ

ば
、
妻
が
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
間
は
中
高
齢
寡
婦
加

算
と
し
て
５
９
４
，２
０
０
円
が
加
算
さ
れ
る
。

　

こ
の
中
高
齢
寡
婦
加
算
額
は
、
遺
族
厚
生
年
金
の
受

給
権
者
が
65
歳
に
達
し
て
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る

よ
う
に
な
る
と
打
ち
切
ら
れ
、
そ
の
後
は
経
過
的
寡
婦

加
算
額
が
支
給
さ
れ
る
。

　

経
過
的
寡
婦
加
算
額
は
中
高
齢
寡
婦
加
算
額
よ
り
も

低
い
額
と
な
る
た
め
、
遺
族
厚
生
年
金
全
体
と
し
て
み

れ
ば
減
額
と
な
る
。し
か
し
、同
時
に
老
齢
基
礎
年
金
の

支
給
も
始
ま
る
た
め
、
年
金
の
受
取

総
額
と
し
て
は
減
る
こ
と
は
な
い
。

　

遺
族
厚
生
年
金
受
給
者
が
老
齢
基

礎
年
金
を
受
給
す
る
よ
う
に
な
る

と
、
遺
族
厚
生
年
金
が
減
額
さ
れ
る

の
で
は
な
く
、
一
緒
に
支
給
さ
れ
て

い
た
中
高
年
寡
婦
加
算
額
が
支
給
停

止
と
な
る
た
め
に
、
23
万
円
が
15
万

円
に
減
額
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

老
齢
基
礎
年
金
と
合
わ
せ
れ
ば
今
ま

で
の
受
給
額
を
下
回
わ
ら
な
い
。

○
経
過
的
寡
婦
加
算
の
額
は
、
昭
和
61
年
４
月
１

日
か
ら
60
歳
に
達
す
る
ま
で
国
民
年
金
に
加
入
し

た
場
合
の
老
齢
基
礎
年
金
の
額
と
合
わ
せ
る
と
、

中
高
齢
寡
婦
加
算
の
額
と
同
額
に
な
る
よ
う
決
め

ら
れ
て
い
る
。

《
夫
の
加
給
年
金
対
象
と
な
る
に
は
、
妻
の
厚
生
年

金
加
入
期
間
が
20
年
未
満
で
あ
れ
ば
良
い
の
か
。
》

　

１
年
前
に
年
金
事
務
所
へ
年
金
相
談
に
い
っ
た

時
、
夫
の
老
齢
厚
生
年
金
に
加
算
さ
れ
る
配
偶
者

の
加
給
年
金
は
、
配
偶
者
の
厚
生
年
金
の
加
入
期

間
が
20
年
未
満
で
あ
る
こ
と
や
、
老
齢
基
礎
年
金

を
受
給
し
て
い
な
い
な
ど
の
条
件
で
加
算
さ
れ
る

と
言
わ
れ
た
。

　

そ
の
時
、
ま
だ
自
分
の
厚
生
年
金
の
加
入
期
間

は
19
年
だ
っ
た
の
で
、
20
年
に
な
ら
な
い
う
ち
に

退
職
し
た
方
が
良
い
の
か
質
問
し
た
ら
、
そ
の
必

要
は
な
い
と
言
わ
れ
た
。　

　

し
か
し
結
果
的
に
は
、
退
職
せ
ず
20
年
以
上
加

入
し
て
し
ま
っ
た
た
め
加
給
年
金
が
受
給
で
き
な

く
な
っ
た
。

　

相
談
員
の
言
葉
を
信
じ
た
た
め
に
年
間
40
万
円

も
損
を
し
、こ
の
ま
ま
で
は
納
得
で
き
な
い
。加
給

年
金
が
も
ら
え
る
よ
う
に
、こ
の
件
を
年
金
記
録
確

認
第
三
者
委
員
会
へ
申
立
て
る
こ
と
は
で
き
る
か
。

　

加
給
年
金
は
、
厚
生
年
金
の
被
保
険
者
期
間
が
20
年

以
上
あ
る
被
保
険
者
（
中
高
齢
者
の
特
例
あ
り
）
が
定

額
部
分
を
含
む
老
齢
厚
生
年
金
を
受
給
す
る
よ
う
に
な

っ
た
と
き
に
、
65
歳
未
満
の
配
偶
者
や
18
歳
未
満
の
子

等
の
生
計
を
維
持
し
て
い
る
と
き
に
加
算
さ
れ
る
（
別

表
１
、
２
）
。

　

こ
の
う
ち
、配
偶
者
の
加
給
年
金
は
配
偶
者
が
65
歳

に
な
る
と
支
給
が
打
ち
切
ら
れ
る
が
、昭
和
41
年
４
月

１
日
以
前
生
ま
れ
で
あ
れ
ば
、配
偶
者
の
老
齢
基
礎
年

金
に
対
し
て
一
定
額
の
振
替
加
算
が
行
わ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。し
か
し
、配
偶
者
が
被
保
険
者
期
間
20
年

以
上
ま
た
は
中
高
齢
者
の
特
例
の
年
数
以
上（
別
表
３
）

で
自
ら
の
老
齢
厚
生
年
金
を
受
給
す
る
場
合
に
は
、加
給

年
金
は
支
給
停
止
と
な
り
振
替
加
算
も
行
わ
れ
な
い
。

　

今
回
、
年
金
相
談
時
点
で
厚
生
年
金
加
入
期
間
が
19

年
と
の
こ
と
だ
が
、
お
そ
ら
く
中
高
齢
者
の
特
例
の
年

数
を
す
で
に
上
回
っ
て
い
た
た
め
、
す
で
に
加
給
年
金

の
対
象
と
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
窓
口
の
相
談
員
は
そ
の

必
要
は
な
い
と
言
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
加
給
年
金
に
関
係
な
く
厚
生
年
金
の

加
入
期
間
が
長
け
れ
ば
本
人
の
年
金
が
増
え
る
わ
け

で
あ
る
か
ら
、
相
談
員
の
回
答
は
特
に
問
題
と
な
ら
な

い
。
ま
た
、
被
保
険
者
と
し
て
加
入
し
て
い
た
期
間
が

適
正
で
あ
れ
ば
、
当
然
年
金
記
録
を
取
り
消
す
こ
と
は

で
き
な
い
し
、
さ
ら
に
年
金
事
務
所
の
相
談
員
の
説
明

不
足
を
理
由
と
し
て
、
年
金
記
録
を
取
り
消
す
こ
と
を

第
三
者
委
員
会
に
申
し
立
て
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

○
年
金
記
録
確
認
第
三
者
委
員
会
と
は
、
４
年
ほ

ど
前
、
当
時
野
党
だ
っ
た
民
主
党
が
国
会
で
追
及

し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
「
消
え
た
５
，
０
０
０
万

件
の
年
金
記
録
」
が
問
題
と
な
っ
た
と
き
に
、
総

務
省
が
国
民
の
年
金
記
録
に
対
す
る
不
服
申
立
て
を
受
け
付

け
る
窓
口
を
設
置
し
、
そ
の
記
録
回
復
に
関
す
る
審
査
決
定

を
、
弁
護
士
や
社
会
保
険
労
務
士
な
ど
外
部
の
専
門
家
に
委

任
す
る
こ
と
と
し
た
行
政
機
関
。

　

第
三
者
委
員
会
へ
の
申
立
て
は
、
①
年
金
の
保
険
料
を
払

っ
た
の
に
そ
の
記
録
が
な
い
、
②
会
社
で
年
金
保
険
料
を
天

引
き
さ
れ
て
い
た
の
に
そ
の
記
録
が
な
い
、
③
天
引
き
さ
れ

て
い
た
保
険
料
に
見
合
う
標
準
報
酬
が
記
録
さ
れ
て
い
な

い
、
④
脱
退
手
当
金
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
の
に
そ
の
期
間

の
記
録
が
な
く
な
っ
て
い
る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
不
服
が
あ

る
者
が
行
え
る
。

　

委
員
会
で
は
、申
立
て
内
容
と
関
係
者
の
証
言
、給
料
明
細
な

ど
の
証
拠
書
類
等
に
よ
り
記
録
回
復
決
定
の
判
断
が
さ
れ
る
。

【
回
答
】

【
回
答
】

【
事
例
②
】

【
事
例
①
】

　

毎
月
第
2
土
曜
日
は
、
弁
護
士
、
司
法
書
士
、

社
会
保
険
労
務
士
な
ど
専
門
家
に
よ
る
無
料
電
話

相
談
日
で
す
。

　

今
号
は
、
様
々
な
年
金
相
談
の
中
か
ら
遺
族
年

金
と
加
給
年
金
に
つ
い
て
、
当
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
相

談
員
の
山
口
正
人
特
定
社
会
保
険
労
務
士
の
相
談
事
例
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

山口　正人
特定社会保険労務士

毎
月
第
2
土
曜
日
は
、
弁
護
士
・
司
法
書
士
・

特
定
社
会
保
険
労
務
士
な
ど
専
門
家
相
談
員
に
よ
る
相
談
日
で
す
。

く
ら
し
・
な
ん
で
も
相
談〝
ほ
っ
と
ダ
イ
ヤ
ル
〞

０
１
２
０̶

３
９̶

６
０
２
９

「
年
金
記
録
確
認
第
三
者
委
員
会
」

「
経
過
的
寡
婦
加
算
」
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例
年
７
月
の
中
旬
に
開
催
し
て
い
る
「
塩
尻
地
区

労
福
協
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
す
が
、
今
年
は
初
の

試
み
と
し
て
、
９
月
11
日
（
土
）
に
、
ろ
う
き
ん
塩

尻
支
店
主
催
の
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
親
子
ア
ニ
メ
ま
つ

り
」
と
の
同
時
開
催
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

会
場
の
レ
ザ
ン
ホ
ー
ル
前
庭
に
は
、
焼
き
そ
ば
、

か
き
氷
、
ビ
ー
ル
等
の
ふ
れ
あ
い
屋
台
村
を
は
じ

め
、
各
種
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
コ

ー
ナ
ー
、
楽
し

い
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
で
大
人
気

の
ピ
エ
ロ
の
ま

ー
く
ん
に
よ
る

大
道
芸
等
々
、

当
日
は
暑
い
日

差
し
が
照
り
つ

け
る
な
か
、
大

勢
の
親
子
づ
れ

約
７
０
０
名
を

超
え
る
参
加
者

で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
会
場

ブ
ー
ス
の
一
角

に
は
、
「
暮
ら

し
何
で
も
相
談

所
」
も
設
置

し
、
各
種
チ
ラ

シ
の
配
布
や
参

加
者
か
ら
の
相

談
も
受
け
付
け

ま
し
た
。

8つ

　

左
に
並
ん
だ
二
枚
の
絵
を
見
比
べ
て
違
っ
て
い
る
箇
所
を

8
つ
探
し
て
下
さ
い
。

　

日
頃
使
わ
な
い
脳
へ
の
刺
激
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

1　　　　2　　　　3　　　　4　　　　5 1　　　　2　　　　3　　　　4　　　　5

A

B

C

D

 

●
官
製
は
が
き
に
答
え
を
書
い

て
県
労
福
協
へ
（
宛
先
は
表

紙
に
あ
り
ま
す
。）

●
労
福
協
の
機
関
紙
に
対
す
る

意
見
・
要
望
を
何
か
一
言
。

●
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

所
属
団
体
（
単
組
名
）
又
は 

勤
務
先
を
忘
れ
ず
に
。

●
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
5

名
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
（
千

円
分
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

●
締
切
り
10
月
29
日

当
選
者
（
5
名
・
敬
称
略
）

　

浦
野　
　

美
樹
（
伊
那
市
）

　

大
石　
　

晴
菜
（
長
野
市
）

　

鈴
木　
　

広
章
（
白
馬
村
）

　

中
山　
　

澄
子
（
長
野
市
）

　

宮
嶋　
　
　

寛
（
麻
績
村
）

前
回
の
正
解
は

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
応
募
方
法

（画：生協連　土屋　英夫氏）

塩

尻

地

区

労

福

協

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

山
な
み

大人気のピエロのまーくん本部テント付近の様子

　

消
え
た
高
齢
者
？　

今
、
百
歳
以
上
の
高
齢
者

が
４
万
４
千
人
を
超
え
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い

ま
す
か
？

　

親
の
生
死
へ
の
無
関
心
、
年
金
の
不
正
受
給
、

家
族
や
地
域
の
き
ず
な
が
薄
れ
、
人
と
人
の
絆
が

ほ
こ
ろ
び
狐
立
し
て
い
る
人
が
多
い
中
、
少
子
高

齢
化
が
進
み
親
族
間
の
支
え
合
い
に
は
限
界
が
あ

り
ま
す
。
行
政
ま
か
せ
で
は
、
こ
の
超
高
齢
化
社

会
を
乗
り
切
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
為
に
は
、
ど
う
し

て
も
「
地
域
の
支
え
合
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
必

要
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。 

　

さ
て
、
江
戸
後
期
の
農
政
家
で
あ
っ
た
、
二
宮 

尊
徳
が
、
こ
ん
な
事
を
言
っ
て
い
ま
す
。  

「
経

済
な
き
道
徳
は
寝
言
で
あ
る
。
し
か
し
、
道
徳
な

き
経
済
は
犯
罪
で
あ
る
。」
こ
の
意
味
は
、
お
金

と
い
う
も
の
は
大
事
な
ん
だ
、
け
れ
ど
、
お
金
で

は
買
え
な
い
「
心
の
絆
」
が
あ
る
ん
だ
よ
…
と
い

う
真
実
を
説
い
て
い
ま
す
。

　

ま
さ
に
、
今
問
わ
れ
、
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
、
超
高
齢
化
社
会
の
歪
み
を
直
す
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？　

重
要
な
こ
と
は
お
互
い
を

助
け
合
い
・
支
え
合
う
サ
ポ
ー
ト
体
制
で
あ
り
、

支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
人
に　

寄
り
添
う

〝
伴
走
型
〞„

の
支
援
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

み
ん
な
が
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
活
躍
で
き

る
よ
う 

、
地
道
な
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。(

青) 

戸籍上220歳の二宮尊徳
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